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[第２分野] ２．地球と宇宙

（２）太陽の１日の動き

基本の解説と問題
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太陽の日周運動
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太陽の日周運動
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基本問題
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下の図は、日本のある地点で、透明半球におよそ１時間ごとの太
陽の位置と時刻を記入し、記録した位置をなめらかな線で結んだ
観測結果である。次の問いに答えなさい。

（１）太陽の位置をペンで記録するとき、ペンの先の影がＡ，Ｂ，Ｃ，
Ｄ，Ｏ，Ｐのどこにくるようにするとよいか。
（２）ＢＰＤを結んだ曲線を何というか。
（３）点Ｇの位置に太陽がきたときの高度を何というか。

（４）図のような太陽の1日
の動きを何というか。
（５）太陽の1日の見かけ

の動きは、地球の何が原
因か。
（６）北の方向はどれか。



基本問題 解答

(C)2013 Prisola International Inc.
5

下の図は、日本のある地点で、透明半球におよそ１時間ごとの太
陽の位置と時刻を記入し、記録した位置をなめらかな線で結んだ
観測結果である。次の問いに答えなさい。

（１）太陽の位置をペンで記録するとき、ペンの先の影がＡ，Ｂ，Ｃ，
Ｄ，Ｏ，Ｐのどこにくるようにするとよいか。
（２）ＢＰＤを結んだ曲線を何というか。
（３）点Ｇの位置に太陽がきたときの高度を何というか。

（４）図のような太陽の1日
の動きを何というか。

（５）太陽の1日の見かけ

の動きは、地球の何が原
因か。
（６）北の方向はどれか。

Ｏ
天の子午線

南中高度

太陽の日周運動

地球の自転
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応用問題
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図１は、日本のある地点で透明半球を使って太陽の１日の動きを記
録して、なめらかな線で結んだものである。点Ｏは、半球の中心であ
り、点Ｅは１０時、点Ｆは１１時、点Ｇは太陽が最も高く昇った位置、点
Ｈは１３時、点Ｉは１４時、点Ｊは１５時である。図２は、ＸからＹを紙テー
プに写しとり、長さを測ったものである。

（１）観測者の位置はどこか。

（２）観測者から見た西の方位はどれか。

（３）日の入りの位置はどれか。 次のページへ



応用問題
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（４）南中高度を∠ＡＢＣのようにして表しなさい。

（５）この日の日の入りは何時何分ごろか。

（６）この日の昼の時間は、およそ何時間何分か。
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それでは、応用問題に

チャレンジしてください。



確認・応用問題・Practiceの解答（PDF＆解説動画）は、

http://e-clus.com/ で購入できます。

学習動画イークルース 検索
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